
上関原子力発電所推進総決起大会上関原子力発電所推進総決起大会

を
真
剣
に
考

え
、
そ
の
実

現
に
向
け
て

立
ち
上
が
る

た
め
、
こ
こ

に
結
集
し

た
」と
あ
り
、

『
町
づ
く
り

青
壮
年
の

集
い
』
を
開

催
し
て
清
掃

活
動
を
行
う
な
ど
、
青
壮
協
と
し
て
の
具
体

的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
9
9
1
年
（
H
3
）
に
は
町
民
が
、
原
子

力
発
電
所
誘
致
を
契
機
と
し
た
町
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
の
合
意
の
も
と
、『
上
関
町
の
発

展
を
考
え
る
会
』
と
『
町
民
の
た
め
の
町
長
を

つ
く
る
会
（
1
9
8
6
年
〔
S
61
〕
発
足
）』

が
一
体
と
な
り
、『
上
関
町
ま
ち
づ
く
り
連
絡

協
議
会
』
を
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
社
か
ら
上
関
町
へ
の
建
設
申
し

入
れ
を
し
た
1
9
9
6
年
（
H
8
）、
上
関
漁

協
前
と
中
央
公
民
館
（
い
ず
れ
も
当
時
）
で

『
歓
迎
大
集

会
』を
開
催
。

1
9
9
7
年

（
H
9
）に
は

町
づ
く
り
を

考
え
て
い
く

一
環
と
し
て
、

青
壮
協
が
上

関
町
の
立
体

模
型
を
制
作

さ
れ
ま
し
た
。

　
加
納
新
町
長
の
誘
致
表
明
に
併
行
し
、 

1
9
8
2
年
（
S
57
）
に
は
推
進
団
体
『
上
関

町
の
発
展
を
考
え
る
会（
田
中
正
巳
会
長
）』

が
設
立
さ
れ
、
企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
産

業
振
興
な
ど
、豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
9
8
8
年
（
S
63
）
に
は
、
町
内
の
青
壮

年
会（
室
津
、上
関
、四
代
）が
集
ま
り『
上
関

町
青
壮
年
連
絡
協
議
会
』
が
発
足
。
町
内
の

青
壮
年
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
1
9
8
9
年
（
H

1
）、
青
壮
協
に
よ
る
『
第
1
回
町
づ
く
り
青

壮
年
の
集
い
』
を
開
催
。
当
時
の
声
明
文
に

は
「
我
々
青
壮
年
は
『
上
関
町
の
町
づ
く
り
』

　
妨
害
行
為
に
よ
り
当
社
に
よ
る
準
備
工
事

が
進
捗
し
な
い
状
況
の
中
、
2
0
1
0
年
（
H

22
）
に
は
、
町
連
協
を
は
じ
め
、
町
内
の
推
進

6
団
体
が
主
催
し
た
『
上
関
原
子
力
発
電
所

推
進
総
決
起
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は

約
1
5
0
0
人
の
有
志
が
集
ま
り
ま
し
た
。

② 

電
源
開
発
基
本
計
画
組
み
入
れ
か
ら
準

備
工
事
一
時
中
断﹇
2
0
0
5
年
（
H
17
）

〜
2
0
1
1
年
（
H
23
）﹈

 
2
0
0
5
年
（
H
17
）
か
ら
2
0
0
9
年

（
H
21
）
ま
で
の
間
、
当
社
は
原
子
炉
設
置
許

可
申
請
に
必
要
な
デ
ー
タ
等
を
得
る
た
め
の

詳
細
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
準
備
工
事
の
た
め

の
主
要
な
許
認
可
手
続
き
と
し
て
、

2
0
0
8
年
（
H
20
）
10
月
に
公
有
水
面
埋
立

免
許
を
、
そ
し
て
同
年
12
月
に
は
林
地
開
発

許
可
を
そ
れ
ぞ
れ
山
口
県
か
ら
受
領
し
、
本

格
的
な
準
備
工
事
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
当
社
は
2
0
0
9
年
（
H
21
）
4
月
に
、
準

備
工
事
の
う
ち
陸
域
工
事
に
着
手
。
同
年
10

月
に
は
海
域
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

同
年
12
月
に
は
、
経
済
産
業
省
に
原
子
炉
設

置
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
で
、
国
の

安
全
審
査
を
受
け
る
新
た
な
段
階
を
迎
え
ま

し
た
。

　
海
域
工
事
に
対
し
て
は
妨
害
行
為
が
あ
り
、

な
か
な
か
進
捗
し
な
い
状
況
が
続
い
た
中
、

2
0
1
1
年
（
H
23
）
3
月
11
日
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
が
発
生
。
こ
れ
を
受
け
、
同
月
15
日
、
当
社

は
福
島
の
事
故
に
つ
い
て
地
元
住
民
の
皆
さ

ま
へ
の
説
明
を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
、準
備
工
事
の
一
時
中
断
を
決
定
し
ま
し
た
。

① 

計
画
浮
上
か
ら
電
源
開
発
基
本
計
画
組
み

入
れ﹇
1
9
8
2
年（
S
57
）〜
2
0
0
1
年

（
H
13
）﹈

 
1
9
8
2
年
（
S
57
）、
加
納
新
町
長
が
町

議
会
で
「
町
民
の
合
意
が
あ
れ
ば
誘
致
し
て

も
よ
い
」と
表
明
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

上
関
原
子
力
発
電
所
の
建
設
計
画
は
動
き
始

め
ま
し
た
。
当
社
は
1
9
8
4
年
（
S
59
）
に

原
子
力
発
電
所
の
立
地
可
能
性
調
査
に
着
手

し
、
翌
1
9
8
5
年
（
S
60
）
に
上
関
町
長
島

西
端
が
原
子
力
発
電
所
の
適
地
で
あ
る
と
の

調
査
結
果
を
上
関
町
に
報
告
。
こ
れ
を
受
け
、

上
関
町
は
1
9
8
8
年
（
S
63
）、
当
社
に
対

し
原
子
力
発
電
所
誘
致
の
申
し
入
れ
を
さ
れ

ま
し
た
。そ
し
て
、当
社
は
1
9
9
6
年（
H
8
）、

山
口
県
、上
関
町
、
関
係
権
利
者
に
対
し
原

子
力
発
電
所
建
設
の
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
環
境
影
響
調
査
書
の
説
明
会
や

第
1
次
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
、

2
0
0
1
年
（
H
13
）
に
は
、
上
関
原
子
力

が
国
の
電
源
開
発
基
本
計
画
に
組
み
入
れ

ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
と

と
も
に
、
同
年
8
月
に
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
手
続
き
が
終
了
し
ま
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
3
月
27
日
、
上
関
町
青
壮
年
連
絡
協
議
会
（
以
下
「
青
壮
協
」）
主
催
の

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
・
会
員
な
ど
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

守
友
誠
副
会
長
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
視
察
報
告
の
後
、
中
国

電
力
上
関
原
子
力
発
電
所
準
備
事
務
所
の
笹
木
副
所
長
か
ら
上
関
原
子
力

と
推
進
活
動
の
歴
史
、
交
付
金
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
の
実
績
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
推
進
活
動
に
対
す
る
思
い
や
、
原
子
力
に
対

す
る
否
定
的
な
意
見
が
あ
っ
た
際
の
返
答
に
苦
慮
し
た
体
験
談
を
も
と
に

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
諸
先
輩
方
の
原
子
力
誘
致

に
よ
る
町
づ
く
り
へ
の
思
い
を
再
認
識
で
き
た
」、「
定
期
的
に
勉
強
会
を

開
催
し
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
大
変
有

意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　 （
要
旨
：
文
責
編
集
部
）

◆ 
推
進
団
体
が
発
足
し

　
　
　
　
活
動
を
ス
タ
ー
ト

◆ 

推
進
団
体
に
よ
る

　
　
　
　
推
進
総
決
起
大
会

【
中
国
電
力
説
明
】

● 

上
関
原
子
力
と
推
進
活
動
の
歴
史

1991年（H3）当時の青壮協会員上関町まちづくり連絡協議会発足大会

熱心に聴講する参加者

※

上
関
原
子
力
と

　
推
進
活
動
の
歴
史
に
学
ぶ

青壮協「エネルギー勉強会」

※町連協会報『未来通信』42号に掲載裏面に続く

開会あいさつ

上関町青壮年連絡協議会
藤井 快宏会長

　
昨
今
、
国
内

外
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お

り
、
供
給
安
定

性
・
経
済
性
・
環
境
性
を
併
せ
持
つ
原
子
力

は
我
が
国
に
と
っ
て
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。
我
々

と
し
て
は
「
上
関
原
電
を
契
機
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
一
日
も
早
い
準

備
工
事
の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
本
日
は
、
今
後
の
推
進
活
動
に
活
か
せ
る

よ
う
、
上
関
原
子
力
の
歴
史
や
、
諸
先
輩
方

や
我
々
が
取
り
組
ん
で
き
た
推
進
活
動
な
ど

に
つ
い
て
、
中
国
電
力
に
説
明
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
通
じ
て
実
り
多

い
勉
強
会
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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建設計画地点の海岸に集まる反対派に
理解を求める推進派メンバー

夏の恒例イベント「水軍まつり」
町営バス

高
齢
者
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

四
季
の
里 

志
田

大
津
千
葉
館

反対派に説明する古泉直紀氏
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後 記

●
今
年
2
月
、経
済
産
業
省
を
訪
問
し
た

西
町
長
に
対
し
、西
村
経
済
産
業
相
か
ら

「
国
の
重
要
電
源
開
発
地
点
に
指
定
さ
れ

た
上
関
地
点
の
位
置
づ
け
は
変
わ
ら
な
い
」

と
の
ご
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
我
々

に
と
っ
て
も
心
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

●
ま
た
、こ
の
度
の
勉
強
会
で
、参
加
者
か

ら
の
意
見
を
聞
い
て〝
上
関
原
子
力
発
電

所
建
設
を
起
爆
剤
と
し
た
町
づ
く
り
を
し

た
い
″と
い
う
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
感
じ
ま
し

た
。●
今
夏
は
久
々
に
水
軍
ま
つ
り
も
開

催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。上
関
町
が

魅
力
あ
る
町
に
な
る
よ
う
、こ
れ

か
ら
も
、力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
）

閉会あいさつ

③ 

準
備
工
事
一
時
中
断
以
降
〜
現
在
の
取

り
組
み﹇
2
0
1
1
年（
H
 23
）〜
2
0
2
3

年（
R
5
）﹈

　
2
0
1
1
年
（
H
23
）
3
月
以
降
、
主
に

次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

●  

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ

　
く
た
め
の
取
り
組
み（
広
報
誌「
か
け

　
は
し
」の
町
内
全
戸
配
付
や
各
種
イ
ベ

　
ン
ト
の
開
催
な
ど
）

●  

建
設
予
定
地
の
維
持
管
理
や
環
境
監
視

　
調
査
の
継
続

●  

安
全
、安
心
な
発
電
所
作
り
の
た
め
の

　
取
り
組
み

●  

埋
立
免
許
を
は
じ
め
と
す
る
必
要
な
許

　
認
可
の
維
持
更
新
　
な
ど

　
当
社
と
し
て
は
、
上
関
原
子
力
発
電
所
建

設
計
画
の
浮
上
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
、
推
進
団
体
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
よ
り
、
一
貫
し
て

④ 

交
付
金
を
活
用
し
た
町
づ
く
り

 
こ
れ
ま
で
上
関
町
に
交
付
さ
れ
た
上
関
原

子
力
に
関
わ
る
交
付
金
に
よ
り
、
上
関
町
総

　
こ
う
し
た
活
動
の
ほ
か
、
今
も
な
お
町
内

の
推
進
団
体
は
上
関
町
へ
の
原
子
力
発
電
所

誘
致
を
契
機
と
し
た
町
づ
く
り
を
実
現
し
た

い
と
の
思
い
や
、
原
子
力
の
必
要
性
を
町
内

外
の
方
に
訴
え
続
け
る
な
ど
、
理
解
活
動
を

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
上
関
海
峡
温
泉 

鳩
子
の

湯
、
道
の
駅
上
関
海
峡
を
は
じ
め
、
福
祉
・

集
会
施
設
、
教
育
施
設
、
医
療
施
設
な
ど
、

町
内
の
各
種
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
営
バ
ス
運
行
事
業
、
健
康
支
援

事
業
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
へ
き
地
診
療
所
維

持
運
営
事
業
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
に
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、
上
関
町
に
お

け
る
町
づ
く
り
や
生
活
支

援
の
一
助
を
担
っ
て
い

ま
す
。

◉
原
子
力
に
つ
い
て
常
に
勉
強
し
、
町
内

　
外
の
方
に
原
子
力
の
安
全
性
や
必
要

　
性
な
ど
を
広
め
る
こ
と
が
自
分
た
ち

　
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。

◉
上
関
町
内
で
は
原
子
力
の
必
要
性
を

　
理
解
し
て
も
ら
え
る
が
、
町
外
か
ら
は

　「
原
子
力
で
は
な
く
、
太
陽
光
や
風
力

　
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

　
で
賄
え
ば
い
い
の
で
は
」、「
安
全
に
暮

　
ら
せ
る
の
か
」
と
い
っ
た
意
見
を
言
わ

　
れ
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
ど
ん
な
電
源
に
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

　
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
様
々
な
電
源
を
組
み

　
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と

　
も
広
め
た
い
。

◉
上
関
原
子
力
の
推
進
活
動
の
原
点
は
、

　
企
業
誘
致
に
よ
る
人
口
増
加
や
経
済

　
効
果
で
あ
り
、
我
々
の
親
世
代
も
そ
れ

　
を
期
待
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
思

　
う
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
で
生
活
し
て

　
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
上
関
原
子
力

　
計
画
が
進
む
よ
う
理
解
活
動
に
積
極

　
的
に
取
り
組
み
た
い
。

◉
人
口
減
少
は
町
の
財
政
に
も
影
響
す

　
る
。
原
子
力
は
人
口
減
少
を
食
い
止
め

　
る
起
爆
剤
で
あ
り
、
町
づ
く
り
の
た
め

　
の
財
源
確
保
策
と
し
て
、
原
子
力
を
進

　
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。上関町 青壮年連絡協議会

柏田 真一副会長

　
今
回
、
上
関
原
子
力
発
電
所
の
建

設
計
画
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
一
致

団
結
し
て
理
解
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
の
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
今
後
も
仲
間
を
増
や
し
て

推
進
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
他

の
推
進
団
体
と
も
連
携
し
て
一
層
活

動
を
活
発
化
さ
せ
、
上
関
町
に
と
っ

て
良
い
方
向
に
進
む
よ
う
共
に
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
質
疑
、
意
見
】

「上関みらい通信」　
https://kaminoseki.jp/　

　このたび、上関町まちづくり連絡
協議会のホームページ「上関みらい
通信」のリニューアルを行いました。
我々の活動や原子力関連情報、また、
皆さまに親しんでいただけるよう、
町内に関する情報も充実させます。
皆さまもぜひご覧ください。

当
社
事
業
に
ご
理
解
を
賜
る
と
と
も
に
、
当

社
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
現
在
、
発

電
所
建
設
が
実
現
で
き
て
お
ら
ず
、
原
子
力

発
電
所
立
地
を
契
機
と
し
た
町
づ
く
り
の
実

現
と
い
う
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
2
0
2
3
年
（
R
5
）
2
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」

に
は
、
原
子
力
を
活
用
し
て
い
く
方
向
性
は

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
増
設
は
明
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現

時
点
で
上
関
原
子
力
発
電
所
の
着
工
や
運
転

時
期
を
具
体
的
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　 
し
か
し
、上
関
原
子
力
発
電
所
が
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て

必
ず
必
要
と
な
る
重
要
な
電
源
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
今
後
も
で
き
る
こ
と
か

ら
し
っ
か
り
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
、
ま
ず

は
埋
立
工
事
に
先
立
っ
て
実
施
が
必
要
な
海

上
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
安
全
に
作
業
で
き
る

状
況
と
な
る
よ
う
、
ま
た
町
づ
く
り
の
実
現

と
い
う
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

● 上関原子力と推進活動の歴史

町連協のホームページを
リニューアルしました
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